
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
ご支援をいただいている方々に心から感謝いたします。 

みんなが絵本を楽しめますように。           
 

             Tel&Fax：0565-85-8626 

             omukoroaichi@gmail.com 

            https://omukoro.jimdo.com/ 

https://www.facebook.com/omusubikororinaichi/?pnref=story 

２０１８年度 

おむすびころりん愛知 事業報告書 

――外国にルーツを持つ子どもと親の読書活動をサポート――   

https://www.facebook.com/omusubikororinaichi/?pnref=story


 

2 

 

１．活動の記録 

１） 読み聞かせスタッフの派遣 

① ブラジル人学校（エスコーラ・ネクター）へ 

 

                                      

 

 

 

 

 

 

 

(写真説明)                (写真説明) 

おきにいりの絵本「ティッチ」              思い思いの絵本を手に取って 

 

「一年をふり返って」中野美智子 

ブラジル人学校エスコーラ・ネクターで週に１回３０分程度読み聞かせを行いました。子

どもたちは４歳から１２歳までと年齢の幅が広く、また入れ替わりも結構あり日本語がほ

とんどわからない子どもが増えました。名前を覚えるのも大変でした。担当の先生も変わ

り日本語での会話ができない中での選書に苦労しました。 

 読み聞かせは日本語でのこだわりを一部やめてポルトガル語で絵本を読んでもらいまし

た。子どもたちも素直に心に響いているのが伝わりました。これからの課題は年齢に関係

なく受け入れられる選書です。単に「読み聞かせ」にいくのではでなく、遊びの要素も必

要だなと感じました。「ぺんぎんたいそう」「ぴょーん」は体も動かせて楽しい絵本だと

感じました。月に１回猿投台交流館多目的ホールでの「読み聞かせ」も場所が広いと言う

こともあり子どもたちがのびのびした様子がみられ来年度も継続することにしました。 

 

② NPOトルシーダとの協働（豊田市、みよし市） 

 

「保見団地での読み聞かせを通して」小野則子 

 NPO トルシーダが保見団地内で行っている日本語教室にお邪魔して、月に一度読みきか

せを行いました。そこでは主に、小学校低学年の男の子 3人がブラジル人学校を終えた

後、日本語の勉強をしていました。学校でも家庭でも日本文化にあまり触れていないこれ

らの子どもたちのたちに、日本の昔話を読んでほしいとのリクエストがありました。とこ

ろが、やさしい日本語で言い換えて読み聞かせても、あまり反応はよくありませんでし
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た。ところがある日、ポルトガル語で書かれた桃太郎のお話を、ブラジル人スタッフにて

読んでもらってみたところ、子どもたちは大喜び。母語の読み物の重要性を思い知らされ

るエピソードでした。 

 

「一年間をふりかえって」岩本道子 

 NPO トルシーダが運営するみよし市の教室で、春夏冬のお休みを除き月平均 2～3回各

45 分程度の活動（読み聞かせと自由閲覧）を行いました。今年度は子どもの数が増え、小

学校 1～2年生が常時 12人前後、時には大きな子どもも混じる活動になりました。子ども

たちの年齢やレベル差が今まで以上に大きくなり、一層選書に困りました。そこで、昨年

度の勉強会講師：鈴木先生のお話をヒントに、「楽しい時間を！」を第 1目標にしまし

た。絵やストーリーは子どもたちに合っていても文章が難しい時にはわかりやすい文章に

したり、文章にはこだわらず子どもたちと話しながら進めたり、時にはストーリーに沿い

ながら途中クイズを出したりと、読み聞かせとは言えない活動もしてみました。自由閲覧

では、母語の絵本を持って行ったり、その絵本の内容を子どもに私が日本語で教えてもら

ったりもしました。年度末には、子どもたちが待っていてくれるようになったことは、目

標をある程度達成できた証かな…とうれしく感じることができました。 
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 ２）勉強会の開催

 
 

第一回 ７月１２日「大きな子どもも絵で見て楽しめる絵本」         豊田市民活動センターで 

講師は昨年度も幾度かお願いした子ども読書活動推進員の古岸裕美子さんでした。私たち

の読み聞かせ対象者に多くみられる、小学生以上でありながら日本語能力がまだまだの子

どもたちへの選書は、常に悩みの種です。日本語がわからないからといって内容が幼稚で

あってはなりません。絵の大きな力を最大限利用した、少し大きな子どもたちが興味をそ

そられそうな本をたくさん紹介していただき、今後の選書の際の大きなヒントになりまし

た。 

 

第二回 9 月 7 日「継承語をめぐる諸問題について」         豊田市男女共同参画センターで  

昨年に引き続き、継承語の専門家である鈴木崇夫氏に講師をお願いし、その著書「外国に

つながりのある子どもの乳幼児期とことばの習得について」をテキストに、様々な疑問や

活動における問題点などをぶつけました。その中で、外国にルーツを持つ子どもにとって

いかに継承語保持が重要であるか、そしてそのためには、親の覚悟と努力がいかに大切か

を知ることができました。これは支援者である私たちにとって、今後の活動を考える際の

大きな指針になりました。 

３）猿投台交流館おはなし教室の開催 

 およそ月に一回、猿投台交流館の多目的ホールでおはなし教室を開催しました。江口さ

んの迫力ある読み聞かせに、子どもたちは大興奮です。 

大きなホールで、体を動かす活動もたくさんしました。 
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４）他団体へのスタッフならびに講師派遣 

 ①おはなし会 （鈴鹿市 FUNFUN サロン） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（公財）三重県国際交流財団の依頼を受け、平成３０年度第１回多言語おはなし会開催のお

手伝いをしました。ブラジル、中国、ベトナム、日本の子供たちに、絵本『くれよんのくろく

ん』をポルトガル語と中国語で通訳さんに読んでもらった後、それぞれの母語の簡単な言葉の

ゲームをしたりしてから、全体で日本語による読み聞かせをしました。おはなし会は「ブラジ

ルフェスタ ジュニーナ」の催しの一つとして行われ、ブラジル料理のランチやゲームも楽し

みました。おむすびころりん愛知から持って行った各国語版の絵本は、お母さんたちが手に取

り大変興味を持ってくれ、どこで借りられるのかと質問も出ました。今後もこのような会を通

じて絵本に親しむ機会がますます増えればいいと感じました。（渡邉） 

 

② 紙芝居「だんだらぼっち」をブラジル人学校で 



 

6 

 

 10月 2日に昨年度に引き続き、（公財）三重県国際交流財団の依頼を受けて、「MIEF 親と

子の多言語おはなし会」開催のお手伝いをしました。小野が制作協力をした多言語紙芝居「だ

んだらぼっち」を日本語とポルトガル語で読み聞かせをしたり、「だんだらぼっち」のお面を

大きな紙で折り紙をしながらつくったりするなど、ブラジル人学校の子どもたちが日本文化を

楽しむことができるように工夫をしました。詳しくはメディア掲載の欄でご覧ください。(小

野) 

 

５）多言語で育つ子どもとその家族のためのおはなし教室  

（Glocal Toyota 共催） 豊田市男女共同参画センター 「キラッ☆とよた」にて 

 

 

今回の子ども夢基金助成によるおはなし教室の開催に際しては、共催の Glocal Toyota の皆

さんの働きかけにより、通訳スタッフのみなさんが、大活躍してくださいました。参加者を募

集するためのチラシの翻訳、同じ言語仲間への参加の働きかけ、当日の通訳スタッフとしての

きめ細かい心配りなど、昨年度によりさらにパワーアップした教室が実現できました。この教

室開催がきっかけとなり、母語（継承語）の重要性を再認識したり、外国につながる子どもに

かかわる人々の連携がより深まったりすることを願っています。 

①11月 17日(土) 体験しよう！多言語読み聞かせ 

 中国語、韓国語、ベトナム語、モンゴル語、フランス語、日本語などを母語（継承語）とす

る家族が 15 組以上参加してくださいました。日本語で絵本の読み聞かせをした後に、言語別に

分かれて『はらぺこあおむし』で楽しみました。また、多言語で出される果物名前あてゲーム

や、色とりどりのあおむしの折り紙に挑戦するなど、子どもも大人も楽しめるプログラムとな

りました。参加者のみなさんからは、色々な言語に触れられる貴重な機会となったなどとの感

想をいただきました。 

 

母語で読み聞かせをする参加者たち。写真は韓国語のグループ 
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   多言語による果物の名前あてゲーム。 

 

 

それぞれのあおむしの折り紙をもって満足げな子どもたち 

 

②12月 15日(土) その色何と言うの？多言語に親しもう！ 

豊田市男女共同参画センター 「キラッ☆とよた」にて、中国語、韓国語、台湾語、フラン

ス語、ベトナム語、モンゴル語、タガログ語の７か国語による参加者約５０名の大きなおはな

し会となりました。歌と各国語の色の名前当てゲーム、『くれよんのくろくん』の読み聞か

せ、それから、スクラッチアートでお絵描きと、盛りだくさんのプログラムでしたが、今回

は、色の各国語訳をお母さん達に協力して作成してもらったり、参加者のお子さんにエレクト

ーンで歌の伴奏をしてもらったりと、参加者とスタッフが一緒に作る活動となったような気が

します。今後もこの繋がりを大切に活動が続けられればと思います。 
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       色当てゲームで、答えが当たったときは大喜び。            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

それぞれの国の言葉でのお母さんによる読み聞かせです。 

 

 

 

 

 

 

みんなで作ったスクラッチアート（お絵描き）作品を持って記念撮影 

 

 

『くれよんのくろくん』にでてきたように、スクラッチアートに挑戦。 
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６）メディア掲載について 

MIEF NEWS ９７号                           MIEF NEWS ９８号 

  

 

 

月刊なごや 2019 年 3 月号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

月刊なごや 3 月号 
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読売新聞愛知版 2018 年 12 月 3 日 
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２．助成金活用と会計報告

  

収入の部

大科目 小科目 予算額（ア） 決算額（イ）
差引増減額

（イ）－（ア）
内　　　訳 備　　考

正会員費 12,000 12,000 0 ＠3,000円×4名

一般会員 12,000 9,000 -3,000 ＠1,000円×9名

賛助会員 24,000 42,000 18,000 ＠3,000円×14口

0

0

0

こども夢基金助成 135,000 135,000

0

寄付金収入 寄付金 29,422 29,422

返金 8,520 8,520 デジタル絵本返金

不明金 963 963 2019年4月21日小野確認

前年度繰越金 繰越金 11,361 11,361 0

収入合計① 59,361 248,266 188,905

支出の部

大科目 小科目 予算額（ア） 決算額（イ）
差引増減額

（イ）－（ア）
内　　　訳 備　　考

子ども夢基金事業 140,192 -140,192 多言語おはなし教室開催費用 別途会計資料あり

0

0

講師謝礼（報償費） 15,000 5,000 10,000 講師謝礼

翻訳とHP（報償費） 10,000 7,000 3,000 翻訳謝金

交通費 54,000 45,407 8,593 実費(但、車は\15/km)

消耗品代（需用費） 10,000 6,742 3,258
コピー、トナー、ラミ
ネートフィルム、領収
書用紙

絵本（需用費） 20,000 34,754 -14,754 絵本

通信費（役務費） 2,000 1,148 852 書類郵送料、切手等

使用料、賃借料 0 0 会議室使用料

備品購入（備品費） 10,000 756 9,244 なわとび

ボランティア保険 3,600 3,000 3,000 300円×10名

予備費 予備費 14,761 1,650 13,111 総会雑費

支出合計② 139,361 245,649 -106,288

当期収支差額

収入合計①- 支出合計② 次期繰越金

248,266 245,649 2,617

補助金収入

当期収支差額＝

管理費

平成30年度　【おむすびころりん愛知】　収支報告書

会計年度　　平成30年４月１日～31年３月３１日

会費収入

事業収入

雑収入

事業費
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 スタッフ萩原マリナさんのおかげで、ポルトガル語の絵本も増えました。 

 

３．2018年度の成果と課題 
成果 

・読み聞かせのスタッフ派遣は８０回、対象の子どもたちの延べ数約７６９名、読んだ本

と紙芝居は１８９作品でした。 

・読書指導者を招いたり、継承語についての知識を深めたりしてメンバーが学びあうこと

ができました。 

・子ども夢基金助成活動のお話教室実施により、外国にルーツを持つ子どもたちにかかわ

る人々との協働活動ができました。 

・外国語の絵本を、メンバーが協力し合いながら集めることができました。 

 

課題 

・日本語が通じない子どもたちに対して、通訳を介さず読み聞かせをする際の選書につい

てまだまだ知識が足りない。 

・母語で読んでくれるスタッフが足りない。 

・団体の会計など会の運営にかかわる事務的な作業の負担を減らしたい。 

 

４．2019年度の目標 
①読み聞かせ活動を続けます！ 

②今まで記録してきた活動報告を整理し、外国にルーツを持つ子どもを取り巻く人たちや

その支援者たちに「読み聞かせお勧め絵本」の発信ができるよう、具体的に検討しま

す。 

③スタッフの勉強会を行い、読み聞かせの質の向上を目指します。 
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